第２学年○組　　道徳指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　平成○○年○月○日　○曜日　第○時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 指導者　○　○　○　○
１　主　題　名　　　はたらくよろこび　　４－（２）勤労
２　主題設定の理由

(1)　価値観

　　人として生きていく上で，働くことに誇りと喜びを見い出し，生きがいを感じて取り組むことは大切なことである。また，働くことは，生活するためだけでなく，社会的責任を果たすという意味においても重要である。概して，仕事をすることは，苦しみや困難を伴うことがあり，できることなら逃避したいという気持ちが生じることもある。しかし，それを乗り越えたとき，仕事を成し遂げた成就感や満足感に浸り，働くことのよさを感じることができる。そこで，低学年のときから，働くことの意義や，果たすべき役割を理解させることが重要であると考えた。
 (2)　児童観

　　 本学級の児童は，お手伝いが大好きで，やる気をもって取り組むことができる。しかし，うまくできなかったり，疲れたり，飽きてきたりして，最後までやりきれないこともある。そこで，働くことで感じられる

　 うれしさ，やりがい，自分の成長などに気付かせていくことで，みんなのために進んで働きたいという気持ちを育てたいと考えた。

 (3)  資料観

本資料は，担任に「自分でできるお手伝いを見つけよう」と言われた主人公が，汚れた靴を見つけ，靴洗いを自分から行うという内容である。始めはやる気いっぱいで仕事も楽しく感じるが，父親の靴になると疲れてやりたくなくなってしまう。主人公のやる気に満ちた気持ちとくじけそうになる気持ち，この２つの気持ちについて十分考えさせた上で，最後までやり切ったうれしさ，つらさを乗り越えたすがすがしさなど，働くことの喜びに気付かせ，ねらいとする価値にせまりたい。
３　本時のねらい
　ｏ働くことの喜びを感じ取り，進んで働こうとする気持ちを育てる。
４　準備・資料

　ｏ中心資料名「ぼくに　できる　こと」　　出典「あかるいこころ（補充資料）」（愛知県教育振興会）
　ｏ教師……場面絵，子ども用の靴，大人用の靴，ワークシート，絵カード
５　指導過程

	段

階
	学　　習　　活　　動
	時

間
	指　導　上　の　留　意　事　項

	方向付け
	１　家や学校でやっている仕事を発表する。

　・食器運び　　
・洗濯物の取り込み
・黒板消し
	３
	ｏ話し合いができるように，座席をコの字型の隊形にしておく。
ｏ家でしている手伝いや，学校で取り組んでいる係や当番の仕事を思い出させる。

	価値の追求・把握
	２　資料「ぼくに　できる　こと」を読んで話し合う。


　

・これならぼくにできそうだ。

　・ようし，きれいに洗うぞ。

　・二人分，やってみよう。

・大変そうだけど,がんばろう。

	７
	ｏ範読をし，場面絵を用いてあらすじを確認する。
ｏ泥だらけの子ども用の靴を見せて,考えさせる。

ｏ主人公がやる気にあふれていることを押さえておく。
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	価　　値　　の　　追　　求　　・　　把　　握
	
・重いし，もうやめたいな。

・疲れたなあ。

・ここまでやったんだから,もういいかな。

・やると決めたんだから,最後までがんばろう。


  ・最後までがんばってよかった。

・お母さんもほめてくれてうれしい。

・大変だったけど，靴がきれいになって気持ちがいい。

　・最後までやって,靴もきれいになったし,心もきれいになった気がする。

・いやになったときは心が少しよごれていた感じだけど，がんばったから,心もぴかぴかになった。

３　気付いた価値を基に，自分の生活を振り返る。


　・枯らさないように育てよう。

・お風呂の掃除をして,ぴかぴかになったからうれしかった。

　・給食当番の仕事を最後までがんばった。

・廊下のふきそうじをがんばった。疲れたけれど，きれいになって気持ちよかった。
	27
	ｏ実際に，水にぬれて重くなった大人用の靴を持たせ，仕事の大変さを感じ取らせる。

ｏ役割演技を行って，主人公の気持ちを語らせる。
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	ｏ絵カードを提示し，「しわしわの手」，「ぴっかぴかのくつ」という言葉に着目させることで,がんばってやり遂げたことを強調する。

ｏ「こころがぴっかぴかになる」とはどういうことなのか投げかけて，考えさせる。

ｏ主人公が満足感や成就感を感じていることをつかませる。

評働くことで感じられる気持ちのよさ,うれしさに気付くことができる。　　　　　　　（発表）

ｏ仕事の内容と，やり通したときの気持ちを書くことのできるワークシートを用意する。

評働くことに喜びを見出し，進んで働こうとする気持ちをもつことができる。　（ワークシート）

	価　値　の　自　覚
	
	42
	

	まとめ
	４　教師の話を聞く。
	45
	ｏ厳しい暑さにも負けず，最後まで草取りをがんばった児童の話をする。


６　本時の評価

　ｏ最後までやりとげた成就感や，よい仕事ができた満足感など働くことの喜びに気付き，進んで働こうという気持ちをもつことができる｡                                               　  （発表，ワークシート）
７　備　　　考
　ｏ中心発問では，葛藤する主人公の気持ちを板書で類型化し，児童に分かりやすくする。
　ｏ汚れた靴や，重くなった靴を用いた役割演技を行うことで，より主人公の気持ちを想像しやすくする。また，「しわしわの手」「ぴっかぴかのくつ」「こころがぴかぴかになる」という表現に注目させるため，それぞれの様子が描かれた絵カードを効果的に使用する。
８　指導と評価
玄関で泥だらけの靴を見つけたとき，ぼくはどんなことを思ったでしょう。





大きくて重いお父さんの靴をみがいているとき，ぼくはどんなことを思ったでしょう。





しわしわになった自分の手や，ぴっかぴかになったくつを見て，ぼくはどんなことを思ったでしょう。








今までに，最後までがんばってお手伝いや係・当番の仕事をしたことがありますか。また，そのときの気持ちはどうでしたか。





補疲れているし，お父さんの靴は大きくて大変だから，やめてもよいのではないでしょうか。
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